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【��特　集��】

コロナが変えたものづくり
−�働き方の変化とグローバル化に対応した生産システム�−

コロナ禍の現状において，対人接触を避けるために工場の非接触，自動化，少人化が求められている．また，工
場の一元化によるサプライチェーンの脆弱性も明らかになり，工場を多国籍に分散させる多元化など工場運営の改
革も早急に求められている．このような製造業を取り巻く課題を克服するため，メーカや大学では IoTを中心としたさ
まざまな取り組みを行っている．本特集では生産活動の要である生産システムに焦点を当て，ポストCOVIDを見据
えた技術的な取り組みを紹介する．
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